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	地球温暖化対策の一つとして新エネルギーの導入が期待されているが、現状での利用量は、それら新エネルギーの実際的潜在量の10～20％程度にすぎない。一方、2010年度目標値は現状の約3倍と設定されており、今後、積極的な発電や熱利用が必要である。　下水道
	新エネルギーを実際的潜在量まで全て利用すると、その量はエネルギー供給量全体の6～10％まで占めることが可能となる。　下水道については、全量消化ガス発電利用した場合、下水処理場のエネルギー自給率は40％程度が期待できる（発電量は約70万世帯の1年間の

